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戦
時
下
の
私 

荒
井 

慧 

鹿
沼
市 

 

 

大
正
時
代
、
関
東
大
震
災
の
こ
ろ
、
世
界
に
広
が

っ
た
経
済
大
不
況
は
、
昭
和
五
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
。
世
に
い
う
世
界
大
金
融
恐
慌
で
あ
る
。
そ
ん
な

年
に
私
は
鹿
沼
駅
前
、
上
野
町
に
生
ま
れ
た
。 

 

明
治
二
十
三
年
、
宇
都
宮
か
ら
日
光
線
が
開
通
し
、

鹿
沼
駅
を
利
用
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
、

二
階
の
居
間
が
私
の
部
屋
で
、
祖
母
が
昔
話
や
絵
を

描
く
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
。
母
も
時
々
同
席

し
、
お
や
つ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
だ

っ
た
。
話
が
大
人
同
士
に
な
る
と
退
屈
し
、
二
階
の

窓
か
ら
通
り
を
行
き
か
う
人
々
の
姿
を
見
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。 

 

昭
和
十
一
年
、
鹿
沼
尋
常
小
学
校
に
入
学
。
そ
の

当
時
、
日
本
が
世
界
を
相
手
取
っ
て
大
変
な
戦
争
へ

突
入
し
て
い
る
な
ど
、
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
よ
り
も
、
「
あ
や
」
と
い
う
6
歳
の
娘
が
私
の
家

に
お
手
伝
い
さ
ん
と
し
て
来
た
こ
と
が
不
思
議
だ

っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
東
北
地
方
に
大
冷
害
が
あ
り
、

生
活
苦
に
悩
ん
だ
親
が
娘
を
働
き
に
出
し
、
契
約
金

の
前
取
り
を
し
て
生
活
を
支
え
て
い
た
の
だ
と
、
後

に
な
っ
て
聞
い
た
。
人
身
売
買
だ
っ
た
。
気
の
毒
だ

と
思
っ
た
。 

 

昭
和
十
二
年

2

月
26
日
、
東
京
で
二

十
余
名
の
将
校
は
千

四
百
名
の
兵
士
を
率

い
て
首
相
官
邸
や
政

府
高
官
を
襲
い
、
彼

ら
を
殺
傷
、
軍
部
を

中
心
と
す
る
革
新
政
権
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
。
こ

の
二
・
二
六
事
件
を
き
っ
か
け
に
日
本
は
軍
事
国
家

の
道
を
進
ん
で
い
く
が
、
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
惨
め
な

未
来
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

昭
和
十
二
年
7
月
7
日
、
日
本
軍
は
中
国
、
盧

溝
橋
で
中
国
軍
と
衝
突
、
長
引
く
日
中
戦
争
の
発
端

と
な
っ
た
。
国
の
名
目
は
東
北
農
民
救
済
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
全
国
的
な
軍
事
国
家
を
つ
く
る
た
め

だ
っ
た
。
国
民
総
動
員
、
国
民
皆
兵
と
、
戦
争
に
必

要
な
物
資
や
労
力
を
整
え
る
た
め
の
軍
中
心
の
政

治
に
、
思
い
通
り
の
組
織
作
り
を
し
た
。
し
か
し
、

や
が
て
世
界
を
相
手
取
る
泥
沼
戦
と
な
っ
て
い
っ

た
。 

 

昭
和
十
五
年
、
日
本
は
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
と
同

盟
を
結
び
、
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
反
対
し
た
。

日
本
は
「
ア
メ
リ
カ
と
戦
う
こ
と
に
恐
れ
な
し
」
と

言
い
、
昭
和
十
六
年
12
月
8
日
、
ア
メ
リ
カ
と
戦

争
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

私
は
小
学
6
年
生
だ
っ
た
。
学
校
で
は
、
授
業
中

に
日
本
軍
の
勝
利
を
教
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の

話
な
ど
、
面
白
お
か
し
く
、
勇
ま
し
い
話
な
ど
を
伝

え
た
。
そ
の
た
び
に
楽
し
か
っ
た
。 

次
々
と
続
く
日
本
の
勝
利
に
、
鹿
沼
の
人
た
ち
も

感
動
し
、
喜
び
の
声
を
あ
げ
、
夜
間
、
提
灯
を
と
も

し
て
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
長
い
行
列
を
作
っ
て
夜

半
ま
で
練
り
歩
い
た
。
酒
や
菓
子
な
ど
、
特
別
、
町

か
ら
配
ら
れ
た
。
こ
れ
で
日
本
は
大
勝
利
、
国
民
は

満
足
し
、
我
も
、
我
も
、
と
軍
隊
に
入
る
人
が
増
え

て
き
た
。
国
は
「
赤
紙
」
と
い
う
召
集
令
状
を
配
り
、

20
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
男
子
を
強
制
的
に
軍
隊
に

入
れ
た
。
そ
の
た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
鹿
沼
駅
は
軍

隊
に
入
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。 

軍
隊
に
入
る
兵
士
は
、
ま
ず
今
宮
神
社
に
行
き
、

家
内
安
全
と
自
己
の
武
運
を
祈
っ
た
。
見
送
り
人
は
、

身
内
、
隣
組
、
在
郷
軍
人
、
友
人
、
学
生
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
が
鹿
沼
駅
で
国
旗
を
振
り
、
軍
歌
を

歌
っ
て
見
送
っ
た
。
に
ぎ
や
か
な
行
列
だ
っ
た
。 

そ
の
頃
、
出
征
兵
士
の
た
め
に
、
皇
軍
慰
問
金
を

集
め
、
兵
士
に
送
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
軍
服
を
着
、

一
日
も
欠
か
さ
ず
、
お
金
を
入
れ
て
も
ら
う
ザ
ル
を

も
っ
て
、
寺
町
方
面
か
ら
来
ら
れ
る
高
齢
の
男
性
が

い
た
。
子
供
心
に
偉
い
人
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
憶
え

て
い
る
。 

 

ま
た
、
鹿
沼
駅
で
は
悲
し
い
出
来
事
が
続
く
日
も

あ
っ
た
。
戦
死
し
た
軍
人
の
遺
骨
が
連
日
の
よ
う
に

白
い
小
さ
な
箱
に
入
っ
て
、
身
内
の
方
や
婦
人
会
、 

ま
た
は
在
郷
軍
人
た
ち
の
胸
に
し
っ
か
り
と
抱
か 

当時の鹿沼駅前の様子 

（中央奥が駅舎） 
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れ
、
電
車
か
ら
降
り
て
く
る
。
白
い
箱
に
入
っ
た
数

柱
の
英
霊
の
無
言
の
凱
旋
。
か
つ
て
兵
士
を
送
っ
た

に
ぎ
わ
い
は
な
く
、
迎
え
に
来
た
人
た
ち
の
す
す
り

泣
く
声
が
聞
こ
え
る
だ
け
。
子
供
の
こ
ろ
、
そ
の
よ

う
な
喜
び
と
悲
し
み
の
風
景
を
二
階
の
窓
か
ら
見

て
い
た
。
こ
の
戦
争
で
鹿
沼
で
は
三
千
余
名
が
戦
死

し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
、
13
歳
の
私
は
鹿
沼
農
商

学
校
、
商
科
に
入
学
し
た
。
戦
争
は
激
し
く
な
っ
た

が
、
ど
う
や
ら
一
年
は
授
業
が
で
き
た
。
二
年
か
ら

軍
儒
工
場
へ
学
徒
動
員
で
狩
り
出
さ
れ
た
。 

昭
和
二
十
年
、
鹿
沼
の
空
に
は
ア
メ
リ
カ
の
飛
行

機
が
飛
び
か
い
、
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、
泉
町
付
近

で
死
傷
者
36
名
、
焼
失
家
屋
２
５
６
世
帯
。
避
難
先

の
北
小
学
校
ま
で
命
か
ら
が
ら
逃
げ
こ
ん
だ
。 

 

日
本
軍
は
ア
ッ
ツ
島
で
玉
砕
、
軍
艦
大
和
沈
没
、

特
攻
隊
出
陣
、
8
月
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。

日
本
は
敗
れ
、
私
た
ち
は
母
校
に
戻
っ
た
。 

戦
後
、
深
刻
な
食
糧
難
と
物
資
不
足
の
な
か
で
、

わ
ず
か
18
歳
の
私
は
、
こ
れ
か
ら
何
を
考
え
て
生
き

て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。 

 

＊
「
戦
争
と
日
本
人
ー
あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
記
録
ー
」
岩

波
写
真
文
庫
〈
復
刻
ワ
イ
ド
版
〉
岩
波
書
店1

95
3

年
発
行

よ
り
転
載
し
ま
し
た
。
鹿
沼
で
の
撮
影
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

無言の凱旋＊ 

神社で武運を祈る兵士と見送

る人々＊ 


